
                 

 

横浜市都筑公会堂 平成３１年度事業計画書 

 

 

●施設概要 

施  設  名 横浜市都筑公会堂 

所  在  地   横浜市都筑区茅ヶ崎中央３２－１ 

構造 ・ 規模   RC造一部ＳRC造  地上３階 地下1階 

延 床 面 積   ３，１３６．１１㎡ 

施 設 内 容 

  １階 ： ロビー、ホール、リハーサル室、事務室 

  ２階 ： 大会議室、小会議室、和室 

  屋外  ：  駐車場（３台） 

竣  工  日   平成７年３月３１日  

 

●指定管理者概要 

指定管理者 横浜都市みらい・新都市ライフ共同事業体 

代表者名 
株式会社横浜都市みらい 

代表取締役社長 安達哲郎 
設立年月日 平成元年2月1日 

所 在 地 横浜市都筑区荏田東四丁目10番4号 

指定期間 平成２７年４月１日から平成３２年３月３１日まで 

 

各団体の 

事業概要 

【代表団体】株式会社 横浜都市みらい   

 ・商業施設、オフィスビル等の建設、経営及び管理 
商業施設等 （都筑区）あいたい、キーサウス、サウスウッド 

（西 区）横浜アンパンマンこどもミュージアム 

 ・温水、冷水、蒸気等の熱供給に関する業務（熱供給事業許可業務） 
主な供給先  （都筑区）都筑区総合庁舎、昭和大学横浜市北部病院、都筑警察署他 

 ・地域や住民活動の活性化の支援 （まちそだて事業） 

 ・土地活用コンサルタント業務、不動産売買、賃貸及び仲介 （宅地建物取引業許可業務） 

 ・宅地・住宅又は諸施設の管理業務 

【構成団体】株式会社 新都市ライフ ホールディングス  

・商業施設、公益施設、サービス施設等の建設、経営及び管理 
商業施設等７７施設  
（ニュータウン関連４０施設、再開発関連27施設、団地関連等１０施設） 

・ホール運営 
光が丘ＩＭＡホール （500席） 

・再開発施設管理組合業務の受託 （組合事務、建物維持管理） 
１５施設、２７管理組合 

・地域コミュニティー活性化事業、コンサルティング事業 
・損害保険代理業 
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1. 全体的な考え方 
 

●「協働のまちづくり」に深く関わってきた、私たちならではのアプローチを行います。 

・私たち（横浜都市みらい・新都市ライフ共同事業体）は、施設の安全、安心な運営管理や 

利用促進に加えて、「人づくり」「つながりづくり」「魅力づくり」 との長期的、地域的 

な視点に立って、当公会堂の管理に取り組んでいきます。 

・当公会堂の指定管理を通じて、将来を担う子供たちが地域を愛し、誇りに思う ｢ふるさ 

とづくり｣に貢献し、都筑区が目指す「未来につながるまちづくり」の活動拠点として寄 

与するよう運営していきます。 

 

 

2. 公会堂管理運営のための基本的な方針 
 

●公会堂が市民の集会、その他各種行事の場である設置理念に基づいた管理運営を行うと 

ともに、文化施設としても重要な「地域の活動・交流施設」としての機能を重視します。 

 

  ●公共施設として、すべての施設利用者に対し、公平・公正・平等に対応し運営いたします。 

 

●貸館や自主事業等を通じて住民間のつながりを促進し、「活力と賑わいあふれる街づくり」

「地域のつながりづくりの推進」や「地域文化の振興」に貢献します。 

 

●長年培ってきたノウハウや経験（お客様対応、ソフト事業、災害対応、維持管理等）を 

最大限発揮し、「利用しやすさ」「快適さ」「親しみやすさ」「公平性」「地域連携」を意識し 

 満足度の高いサービスの提供と質の高い管理を実践します。 

 

 

3. 運営業務の実施方針 
 

●目指す方向性 

・より多くの人が気軽に訪れ、利用しやすく親しみやすい空間づくりを目指します。 

・館内に明るさ、賑わい、快適さを生み出し施設全体の雰囲気やイメージを向上させます。 

・地域活動団体や人材に積極的に働きかけ、地域連携や市民協働による活動を推進します。 

 

●代表団体等が持つノウハウや経験を最大限活用 

・代表団体が持つ地元ネットワーク（人、団体、情報等）や構成団体が培ってきた多くの

商業施設運営実績を活用します。 

・ＩＭＡホール運営のノウハウを最大限活かし、利用者の満足度（ＣＳ）を向上させます。 

 

●「自主事業」について 

・区制運営方針、地域特性、当公会堂の役割を踏まえ、地元企業である強みを活かした 

「文化芸術振興」「子育て支援」「健康づくり」などを企画し、当公会堂ならではの自主 

事業を実施します。 
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4. 人員・組織体制 
 

●「人員配置・育成」について 

・館長､副館長をはじめとした責任職のスタッフ職員（事務・技術）に加え、非常勤の専門

技術マネージャーを置くことで、専門性と柔軟性・効率性を備えた組織体制とします。 

 

   【人員配置について】 

項 目 備 考 

館長  施設運営管理責任者 

副館長  施設運営管理副責任者 講堂担当 

技術マネージャー ホール舞台技術責任者 

運営スタッフ  運営管理 施設管理 舞台音響照明担当 

コンシェルジュ 受付 運営管理補助 

 ※この他に本社職員・非常勤専門技術マネージャーが現場スタッフ業務のサポートに 

あたります。 

 

・役割に応じた適切な人材を配置し、業務上の知識・技術を幅広く修得できる研修を実施 

  します。 

・職員のマルチスキル化を推進し、各職員に柔軟且つ高度な対応力を身につけさせます。 

 

●勤務体制等 

・日中・夜間を通して責任者を含む複数名体制を維持します。 

また、スタッフ交代時には様々な課題や利用者からのご要望などを情報共有するため 

引き継ぎ業務を行う重複時間を設けます。 

 

 

5. サービス水準の維持・向上、利用促進 
●利用促進に係る「サービス」について 

 

【利用者支援サービス】 

ホール関連支援サービス ・音響・照明等の操作代行、看板・装飾花等の演出の支援サービス及び紹介 

物販等サービス ・自動販売機等による飲料提供 

情報案内コーナーの改善 ・情報コンテンツの選定・見せ方等の見直し。案内サイン見直し 

【サービス全般】 

情報発信・案内機能の強化 

・ＨＰ適宜更新し、常に情報の鮮度を保ちます 
・施設予約状況がタイムリーに分かるように情報提供します 
・代表団体の地域ポータルサイト（マイ都筑ドットコム）の活用・連携の継続 

区民利用施設等との連携 ・他の区民利用施設等との連携による情報発信 

 

●利用促進に係る「附帯サービス」について 

   ・利用者サービスの一環としての附帯業務サービス（照明・音響技術者のご紹介や市場価 

    格より安価な看板製作）を充実し、利用者が描く理想の公演内容に近づけるためのサポ 

ートや業者手配の負担などの軽減を行います。 

   ・利用者からの声を反映した施設利用環境の向上を図り、利用者ニーズに合致した利便性 

    の高い施設として運営します。 
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●「利用者事前打合せ」 

・利用者の方には公演スケジュールの約1ヶ月前に舞台設営・音響・照明・使用設備など 

 について綿密な打合せを行います。この事により当日のトラブル等を未然に防ぎ、利用 

者の公演ニーズに合致するよう運営・サポートします。 

 ・公会堂職員スタッフ全員が情報共有出来るよう、打合せ内容を記載した「打合せ表」を 

  作成し、担当職員が代わっても閲覧及び舞台設営のサポートが出来る体制を構築します。 

 

●「ホームページ」について 

・HPについては見やすさを重視した公会堂イベント情報の発信を行なうと共に、利用者 

の利便性を高めることを目的に、施設予約状況の速やかな更新を行い、利用機会の促進 

を促します。 

  ・HPを公会堂の主要広報ツールとして閲覧機会を増やすために、関連情報やイベントな 

   ど多種多様な情報を発信します。 

 

●利用者ニーズの把握 

・利用者ニーズの把握は公会堂の利用促進の上で最も重要な情報となるため、利用者と接 

 する中での生の声、年2回のアンケート、電話やホームページの問い合わせ等で要望・ 

意見を把握します。 

 

・区との意見交換等による要望及び改善事項については、費用対効果や優先度を勘案しつ 

 つ具体的改善に取組み、その効果の検証と共にPDCAサイクルによる、更なる利用促進 

につなげます。 

 

 

6. 施設維持管理業務の全体的な考え方 
 

●「建物・設備の維持管理」について 

・区の方針や管理水準を維持し、常に利用者の視点に立って、きめ細やかな対応を行いま

す。 

・保守点検等で専門性の高いものは委託しますが、日常的にはスタッフがチェックを行い、 

建物等の適切な維持と長寿命化に努めます。また、日々の日常清掃の他に休館日には計

画的な定期清掃を実施し、快適な施設環境を維持します。 

 

●「緊急時対応」について 

・都筑区役所と連携し迅速且つ適切な初期対応を行います。 

  また、公会堂の「緊急時対応のマニュアル」のスタッフへの徹底と合わせ、当公会堂に 

近接する代表団体の本社と連携したバックアップ体制を構築します。 

 

 

7. 建物・設備の維持管理 
 

●「施設全体の保守・管理」について 

・当公会堂は総合庁舎として都筑区役所との一体管理のため、共通する施設維持管理（空   

 調関係の運転・監視など保守/消防設備点検/建築設備定期点検/建築物定期点検等）に関 

しては、区役所総務課と調整し適正に実施します。 

・自動ドア保守点検は専門業者に、設備巡視点検は商業施設運営における豊富な経験・実 

 績から指定管理者の有資格者が自ら実施します。 
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・法定点検及び日常点検を適切な時期に励行し、不具合の早期発見・早期改善に努めるな 

 ど予防保全を心がけます。また、施設及び備品の修繕や改修は自らできる事は速やかに 

積極的に行い、利用者のアメニティの向上と経費削減を行います。 

・日頃から、省エネに資する取組みやゴミの減量化にも配慮した運営を行います。 

 

●「講堂管理」について 

・照明機器/音響機器/舞台吊物装置/ピアノ（グランド及びアップライト）は施行業者や地 

 元業者を中心に定期的にメンテナンスを実施し、利用者の使用時に支障のないように高

品質なサービスを展開します。 

・備品等の整備・点検をこまめに実施し、利用者に備品の不具合によるトラブルが起きな 

いようにします。 

 

●「清掃」について 

・日常清掃や定期清掃は外部専門業者へ委託します。公会堂は小さいお子さまの利用も多 

いことから清掃に使う薬剤等については、人体への刺激が少なく、環境にやさしい薬剤 

を使用し安全・安心な施設管理を行います。 

昼夜間は職員自ら館内を巡回し、汚損などを発見した際は適宜、清掃を実施することで、

公会堂のアメニティの向上につなげます。 

 

 

8. 緊急時の対応・対策 
 

●緊急時のマニュアル等について 

・地震・災害・事故等の緊急時には、利用者の避難・誘導・安全確保を第一に、「横浜市防 

 災計画」「都筑区防災計画」「指定管理者災害対応の手引き」などの各種マニュアルを全 

職員が十分に把握し行動します。 

・「都筑公会堂 危機管理マニュアル」を研修等で周知徹底を図り、防災訓練等を通して、 

 適宜見直しを図り、危機管理項目内容の刷新と状況に即したマニュアルの改善・変更を 

行います。 

 

  ●「災害」（地震・火災等）への対応について 

・「帰宅困難者一時滞在施設」として帰宅困難者を受け入れ避難誘導など、行政や周辺商業 

施設等と連携して必要な対応を行います。 

・日頃から消火栓や補助散水栓など消防設備や非難誘導灯などを定期的に巡回点検し、有   

 事に備えます。 

・都筑区役所や都筑公会堂独自の「防災訓練」や「救命講習」の参加を通して、公会堂職員 

が AEDの取り扱いや救命講習など実践力を身につけ危機対応能力を向上します。 

・設備・備品等の日常点検、手入れを小まめに行い、劣化や損傷を防止し、事故等を未然 

 に防ぎます。 

●「犯罪」への対応について    

・職員による公会堂施設内外の巡回を徹底するとともに、日常的な施錠、来館者への挨拶、 

声がけなどを徹底し、「目が行き届いている」という印象で、犯罪の予防対策を励行しま 

す。 

・閉館後から翌日の開館時間まで夜間機械警備を行い、安全確保に努めます。 

・有事の際は区役所および警察署と連携し、二次被害の防止に努めます。 
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９. 個人情報保護について 

 
●「個人情報保護」の徹底について  

・個人情報保護に関する法令及びその他の規範及び横浜市個人情報保護に関する条例等を 

遵守し、適切な情報管理を実施します。 

・個人情報の取得にあたり、個人情報に関する個人の権利を尊重するとともに、利用目的 

 を明らかにし、個人情報の収集を最低限にとどめ、取得した個人情報の使用範囲を限定 

し、適切に扱います。 

   ・毎年、個人情報保護研修を実施していますが、平成 31年度も、計画的にスキルアップ 

    を図るとともに都筑公会堂運営における個人情報保護を全職員に徹底します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以 上 



（様式５）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

設備巡視点検 設備巡視点検 自社 12 毎月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

施設管理者点検 施設管理者点検報告 自社 1 7月 〇

消防用設備点検 定期点検 （区役所総務課） 2 9・3月 ○ ○

舞台照明機器保守点検 設備機器点検 　東芝ライテック㈱ 2 8･2月 ○ ○

舞台吊物設備保守点検 設備機器点検 東宝舞台㈱ 2 5･11月 ○ ○

音響設備保守点検 設備機器点検 ㈱神奈川共立 2 6･1月 ○ ○

グランドピアノ 4 4・7・10・1月 ○ ○ ○ ○

アップライトピアノ 2 4・10月 ○ ○

自動ドア点検 定期点検
㈱ドリーム自動ドア

サービス
3 4・8・12月 ○ ○ ○

機械警備点検 機械警備 セコム 通年 毎日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日常清掃 346 開館日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 床 （奇数月） ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 カーペット（偶数月） ○ ○ ○ ○ ○ ○

全館ガラス清掃 2 9・3月 ○ ○

スカイライト清掃 1 3月 ○

照明器具清掃 1 11月 ○

2019年
再委託会社

ピ
ア
ノ
整
備

床清掃
（洗浄・ワックス）

2020年

㈱河合楽器製作所

平成3１年度　横浜市都筑公会堂管理計画書

項目 業　務 内　容

建
物
等

ピアノ保守整備

実施月年回数

清
掃
等

館内清掃業務 ㈱白青舎

電
気
・
機
械
設
備

設
備
機
器
管
理



（様式12） （指定管理者が記入する様式）

収入の部 （税込、単位：円）

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

21,875 21,875 21,875 横浜市指定額

16,987 16,987 16,987 減免額  年170万円を想定

0 0

500 500 500

2,040 0 2,040 0 2,040

印刷代 0 0

自動販売機手数料 850 850 850

広告料収入 0 0

ニーズ対応費（スタッフ受注等） 1,190 1,190 1,190

41,402 0 41,402 0 41,402

支出の部

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

20,288 0 20,288 0 20,288

20,288 20,288 20,288 館長・副館長・技術ﾏﾈｰｼﾞｬｰ　他職員９名

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

1,746 0 1,746 0 1,746

12 12 12

700 700 700

10 10 10

160 160 160

240 240 240

250 0 250 0 250

横浜市への支払分 250 250 250 目的外使用料等（自動販売機）

その他 0 0

100 100 100

10 10 10

74 74 74

30 30 30

4 4 4

156 156 156

0 0 0

0 0 0

350 0 350 0 350

350 350 350 自主事業イベントの実施費用

0 0

15,885 0 15,885 0 15,885

6,296 0 6,296 0 6,296

電気料金 5,288 5,288 5,288

ガス料金 0 0 0

水道料金 1,008 1,008 1,008

2,404 2,404 2,404 日常・定期清掃費

600 600 600

360 360 360

3,609 0 3,609 0 3,609

建築設備保守費 1,200 1,200 1,200

自動ドア保守費 156 156 156

舞台照明機器保守費 872 872 872

舞台吊物装置保守費 382 382 382

舞台音響保守費 781 781 781

ピアノ調律保全費 218 218 218

2,616 2,616 2,616

1,163 0 1,163 0 1,163

0 0

1,153 1,153 1,153

10 10 10

0 0

1,200 0 1,200 0 1,200

1,200 1,200 1,200 労務・経理等の本社事務経費

0 0

770 770 770

41,402 0 41,402 0 41,402

0 0 0 0 0

500 500 0

350 350 0

150 150 0

850 850 0

250 250 0

600 600 0

ニーズ対応費（スタッフ受注）

支出合計

差引

自主事業費収入

管理許可・目的外使用許可支出

管理許可・目的外使用許可収支

自主事業費支出

自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入

その他

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

本部分

当該施設分

事業所税

消費税

印紙税

舞台設備技術費

公租公課

設備保全費

清掃費

施設管理諸費

修繕費

管理費

光熱水費

自主事業（指定管理料充当の自主事業）費

自主事業費

事業費

その他

手数料

施設賠償責任保険

リース料

備品購入費

職員等研修費

振込手数料

印刷製本費

通信費

使用料及び賃借料

事務費

退職給付引当金繰入額

旅費

消耗品費

図書購入費

会議賄い費

健康診断費

勤労者福祉共済掛金

社会保険料

通勤手当

人件費

給与・賃金

収入合計

科目

自主事業収入

雑入

利用料金収入

自主事業（指定管理料充当の自主事業）収入

指定管理料

平成31年度　「横浜市都筑公会堂」　収支予算書兼決算書
(００．００．００～００．００．００）

科目



（様式14）

年間で３企画程度を実施予定

事業名

1
ワンコイン

コンサート

2
心と体スッキリ！

指ヨガ講座

3
都筑のまちを知る

講座

4
都筑公会堂

親子映画試写会

過去には映画「人生フルーツ」「世界に片隅に」などを上映し、好評

でしたが、平均年齢も若い都筑区は小さなお子様も多いことから、家

族で気軽に参加できる映画上映会を企画します。

「映画館デビュー」と題し、お子様向けの上映会を実施します。

また、市や区と協議し各施設などをアピールできる場を設け区役所と

連携も図ります。

　※開催予定　冬頃

自主事業実施計画

目的・内容等

コンサートは気軽に音楽に親しんでもらえるよう「ワンコイン」で

「地元市民」向けに実施いたします。

秋の開催では、第1部が区内中学校で吹奏楽部に在籍する学生を対象

に、プロから指南を受けられる講座と第２部はコンサートを楽しむ内

容で構成致します。

　※開催予定

　　春　4月30日（祝・火）　秋 　9月16日（祝・月）　計2回

すきま時間でも出来る話題の健康法「龍村式指ヨガ」を体験する講座

です。幅広い年齢層の方に実践していただけるセルフケア法、指ヨ

ガ。手指を気持ちよく伸ばし、その日の疲れはその日のうちにスッキ

リ軽く！

ヨガ未経験の方、運動の苦手な方、足腰に不安のある方にも参加して

いただけます。

　※開催予定　　夏頃

区制25周年を記念して「図説　都筑の歴史」が秋頃に刊行予定。

上記刊行物作成メンバーに講演を依頼。

地元の都筑区を「ふるさと」として、より愛着を感じて頂くために、

区の歴史を中心に地元をご紹介・講演いただく予定です。

都筑区民及び将来を担うこどもたちにも地域を愛し、誇りに思う気持

ちを醸成し、「都筑のまち」を身近に感じていただきます。

また「港北ニュータウン」の開発当時の映像をご紹介する予定です。

　※開催予定　11月頃



平成３１年度横浜市都筑公会堂自己評価表 

 

目標設定

の 視 点 
計画内容及び運営目標 

計画内容及び運営目標 

に対する実績 

今後の取組 

（改善計画） 

自己

評価 

利 用 者 

サービス 

達成目標 

・長年培ってきたノウハウや経験を最大限発揮し、「利用しやす

さ」「快適さ」「親しみやすさ」「公平性」「地域連携」を意識

し、満足度の高いサービスの提供と質の高い管理を実践しま

す。 

 

 

   

運営業務の実施方針 

・すべての施設利用者に対し、公平・公正・平等に対応し運営

いたします。 

 

   

利用者サービス水準の維持・向上、利用促進計画 

・利用者ニーズへの対応 

・職員の接客力向上（笑顔・挨拶・声掛け等） 

・ホームページ及び館内掲示版の施設予約状況の速やかな更新 

・利用者アンケート等の実施 

 

 

   

・利用者満足度調査 平成３０年度比向上 

・アンケートから利用者サービスに関する分析・対応 

 

 

 

 

   



業務運営 

対象年度に行う予定のもの 

・より多くの人が訪れ利用しやすく、親しみやすい空間づくり 

を目指します。 

・施設全体の雰囲気、明るさ、賑わい、快適さの創出につとめ

ます。 

・地域連携や市民協働による活動を推進する為に、地域の活動 

団体や人材に積極的に働きかけます。 

   

管理運営組織の計画 

・責任職の他、スタッフ職員の常勤職員に加えて受付担当者 

など常時複数人によるシフト体制でご利用者さまニーズに対 

応いたします。 

   

必要人材の配置と職能 

・ホールの運営については、必要に応じ、非常勤の専門技術 

職員を配置することで、柔軟性と効率的な組織体制を構築 

し利用者ニーズにお応えします。 

   

緊急時の対応計画 

・災害、事件、事故、急病等の緊急時対応マニュアルに沿っ 

て対応するものとし、また、避難訓練等についても定期的に 

実施致します。 

   

施設の保守管理・補修計画 

・管理計画書の基づき定期的な保守点検を実施するとともに 

 補修に関しては適宜、横浜市との調整を行い、必要箇所につ 

 いて修繕を実施してまいります。 

   

清掃計画・外構植栽管理・保安警備計画 

・清掃については毎日の日常清掃をはじめ、休館日には定期清 

掃を行います。都筑区は小さな子どもが多く高齢者の利用も 

多いことから、清掃に使う薬剤等は人体や環境にやさしい製

品を使用し安全・安心な施設管理を行います。 

 

   



業務運営 

自主事業 

・下記より自主事業を年 3回程度開催いたします。 

（案）ワンコインコンサート 親子映画会  

   心と身体スッキリ！指ヨガ講座 都筑のまちを知る講座 

など 

   

職員育成 

対象年度に行う予定のもの    

・年 1回以上、舞台装置に係る技術習得の研修会を実施 

・個人情報保護研修の実施 

・接遇研修・防災訓練の実施 

   

財  務 

施設の保守管理・補修計画に記載しているもので対象年度に行 

う予定のもの 

・ 

   

収入計画 

・稼働率が高い施設のため稼働率を維持し、利用料金収入を維

持します。 

   

支出計画 

・修繕については内製化でコスト削減を行い、専門性の高い分

野についての修繕は外部に委託します。 

・修繕やメンテについて委託は可能な限り、横浜市の事業者へ

発注します。 

   

利用者等

の 意 見 

利用者等の意見の把握方法 

・利用者アンケート等の実施・対応 （月間及び自主事業） 

・窓口による意見・苦情の受付・対応  

・アンケートＢＯＸの設置 

・ホームページからのご意見等の受付 

・ご意見ダイヤルの掲示 

  

≪自己評価≫ 

Ａ：計画、目標を上回って実施 

Ｂ：計画、目標を保持して実施 

Ｃ：計画、目標を下回って実施 

※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載 


